
　

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
寒
さ
厳
し
い

中
、
会
員
の
皆
様
に

は
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
七
月
、
濃
飛
支
部
長
を
総
会
に
て

再
任
頂
き
、
三
期
目
を
務
め
る
事
と
な
り
ま

し
た
。
日
頃
力
不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、

も
う
一
期
と
思
い
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
濃
飛
支
部
三
十
二
周
年
と
し
て
下

呂
に
て
支
部
展
・
総
会
・
講
演
会
・
交
流
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
作
品
も
七
十
四
点
と

会
場
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
大
勢
の
方
の
ご
高

覧
を
頂
き
賑
わ
し
い
中
終
了
し
ま
し
た
。

　

秋
の
研
修
旅
行
は
諏
訪
大
社
・
康
耀
堂
美

術
館
に
て
信
州
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
濃
飛
支
部
に
も
新
し
い
風
が
吹

き
ま
し
た
。
高
山
市
よ
り
三
名
の
方
に
入
会

頂
き
、
支
部
を
盛
り
上
げ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
訃
報
も
あ
り
ま
す
。
下
呂
の

谷
川
景
仙
さ
ん
が
昨
年
の
暮
れ
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
享
年
九
十
四
歳
と
の
事
で
す
。

御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
部
の
行
事
で
す
が
、
今
年
六
月
に
は
中

部
日
本
書
道
会
の
書
道
展
が
開
催
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
名
古
屋
市
の
友
好
姉
妹
都
市
、
中

国
江
蘇
省
の
書
家
の
作
品
も
多
数
展
示
さ
れ

ま
す
。

　

研
修
旅
行
・
講
演
会
・
講
習
会
等
多
々
あ

り
ま
す
。
是
非
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
毎
日
筆
を
取
り
、
勝
手
気

儘
に
書
い
て
い
ま
す
。

書
く
こ
と
に
疲
れ
る
と
、
午
後
は
農
業
に
取

り
組
み
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
主
体
は
や

は
り
お
米
作
り
で
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

大
変
い
そ
が
し
い
で
す
が
、
十
月
に
は
約
一

〇
〇
俵
の
お
米
を
収
穫
し
ま
す
。
採
れ
た
時

は
や
は
り
気
分
の
い
い
も
の
で
お
酒
も
少
し

進
み
ま
す
。

　

さ
て
、
三
十
年
度
の
支
部
行
事
も
既
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
恵
那
で
の
展
示
会

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

書
道
を
通
し
て
会
員
・
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
図
る
、
又
書
の
文
化
の
普
及
が
少
し

で
も
出
来
た
ら
と
そ
ん
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

今
回
第
七
号
の
濃
飛
支
部
会
報
を
発
行
す

る
に
当
た
り
役
員
・
会
員
各
位
の
方
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
共
に
支
部
活
動
に
於
い
て
会

員
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

日
時　

七
月
九
日
㈰

　

会
場　

湯
之
島
館
（
下
呂
市
）

　

支
部
展
の
片
付
け
を
終
え
、
交
流
会
館
か

ら
湯
之
島
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
湯
之
島
館

は
由
緒
あ
る
老
舗
旅
館
で
大
木
に
囲
ま
れ
た

山
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
の
大
広
間
を

お
借
り
し
て
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
に
中
日
書
道
会
理
事
長
の
関
根
玉
振
先
生

に
御
臨
席
戴
き
ま
し

た
。
二
十
八
年
度
事
業

報
告
収
支
決
算
報
告
が

な
さ
れ
全
員
一
致
で
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

二
十
九
年
度
事
業
計
画

案
、
予
算
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
慎
重
審
議

の
上
全
員
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

常
任
顧
問　
　

今
井　

仙
童

顧　
　

問　
　

市
川　

恵
一

参　
　

与　
　

中
川　

貴
舟
／
森　
　

京
華

支
部
長　
　

石
原　

聲
風

次　
　

長　
　

増
田　

春
暉
／
中
垣　

幸
聲

　
　
　
　
　
　

倉
地　

西
萩
／
三
野
島
凌
雲

庶
務
担
当　

◎
松
田　

秋
芳
／
阪
田　

華
香

　
　
　
　
　

◯
成
瀬　

伸
芳

経
理
担
当　

◎
長
谷
川
秋
峯
／
西　
　

恵
香

　
　
　
　
　

◯
斉
藤　

千
秋

会
員
担
当　

◎
大
野　

聲
泉
／
野
村　

香
泉

　
　
　
　
　

◯
工
藤　

雅
翠

事
業
担
当　

◎
林　
　

幸
湖
／
今
井　

瑞
華

　
　
　
　
　

◯
田
口　

秋
水
／
堀
川　

洋
子

広
報
担
当　

◎
中
垣　

幸
聲
／
虎
井　

姚
花

　
　
　
　
　

◯
市
川　

純
慧
／
田
中　

凌
山

監　
　

事　
　

佐
口
三
奈
子
／
小
南　

黄
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
担
当
部
長　

◯
副
部
長

　

会　
　

期　

七
月
七
日
㈮
〜
九
日
㈰

　

会　
　

場　

下
呂
交
流
会
館

　

出
品
点
数　

六
十
九
点

　

賛
助
出
品　

五
点

　

本
部
よ
り
理
事
長
関
根
玉
振
先
生
、
副
理
事

長
伊
藤
仙
游
先
生
、
岡
野
楠
亭
先
生
、
松
下
英

風
先
生
、
事
務
局
長
大
池
青
岑
先
生
の
貴
重
な

作
品
を
展
示
し
て
頂
き
支
部
展
に
華
を
添
え
て

頂
き
ま
し
た
。
出
品
も
昨
年
よ
り
多
く
高
山
市

よ
り
の
会
員
も
増
え
、
よ
り
盛
況
に
盛
大
に
展

示
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
入
場
者
も
東

浦
町
や
名
古
屋
、
高
山
市
か
ら
も
来
て
頂
き
三

百
名
を
超
え
ま
し
た
。
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第第７号

平成30年２月

支
部
長
新
年
の
ご
挨
拶

石
原　

聲
風　

平
成
二
十
九
年
度

　

濃
飛
支
部
集
会

第
三
十
二
回
濃
飛
支
部
展

濃
飛
支
部
役
員



　

開
催
地
が
持
ち
回
り
で
中
津
川
、
下
呂
、

恵
那
の
順
で
今
回
は
下
呂
市
交
流
会
館
で
し

た
。

　

関
根
理
事
長
さ
ん
は
じ
め
副
理
事
長
さ
ん

方
の
賛
助
出
品
も
頂
き
、
名
古
屋
ま
で
行
か

ず
と
も
貴
重
な
作
品
を
間
近
に
見
ら
れ
、
と

て
も
有
り
難
か
っ
た
で
す
。
又
会
員
の
方
の

中
日
展
出
品
作
品
、
他
に
小
作
品
一
点
、
又

会
員
外
の
方
も
出
品
あ
り
賑
や
か
な
展
覧
会

で
し
た
。
皆
様
の
力
作
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
日
本
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
が
ず
っ
と

継
承
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
自
分
は

多
忙
を
理
由
に
練
習
不
足
を
反
省
し
き
り
で

す
。
会
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
さ
れ
成

功
裡
に
終
わ
り
よ
か
っ
た
で
す
。
特
に
地
元

下
呂
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
又
、
多
く
の
方
に
参
観
し
て
頂
き
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
に
生

涯
学
習
実
践
事
例

集
「
私
と
生
涯
学

習
」
（
九
十
九
人

の
実
践
）
と
い
う

岐
阜
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た
冊
子

が
あ
る
。
民
踊
、
読
書
、
詩
吟
、
活
け
花
、

音
楽
、
歌
舞
伎
等
々
様
々
な
活
動
を
究
め
た

人
達
の
内
容
が
投
稿
さ
れ
て
い
て
す
ば
ら
し

い
。
恵
那
、
中
津
、
高
山
方
面
の
方
も
多
く

投
稿
さ
れ
て
い
る
。
下
呂
の
欄
で
、
何
故
か

私
が
投
稿
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
が
そ
の
経
緯

は
覚
え
て
い
な
い
。
当
時
、
町
主
催
の
「
公

民
講
座
」
で
冠
婚
葬
祭
の
表
書
き
等
、
実
用

習
字
が
習
い
た
く
て
参
加
し
た
。
と
こ
ろ
が

終
了
後
も
師
（
森
京
華
先
生
）
の
熱
心
な
指

導
に
そ
の
奥
の
深
さ
を
知
り
、
地
域
事
業
へ

の
協
力
（
歌
舞
伎
の
祝
儀
書
き
等
）
そ
し
て

友
と
の
和
の
大
切
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
今
も
続

い
て
い
る
。
投
稿
の
内
容
は
そ
ん
な
事
を
書

い
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
も
う
十
年
続
い
て

い
た
か
ら
更
に
二
十
年
。
作
品
の
出
来
、
不

出
来
は
と
も
か
く
三
十
年
と
い
う
年
月
の
継

続
は
大
き
い
。
今
年
の
「
中
部
日
本
書
道
会

濃
飛
支
部
展
」
は
下
呂
市
森
の
下
呂
文
化
交

流
会
館
に
て
三
日
間
。
高
山
、
下
呂
、
中
津
、

恵
那
の
会
員
と
本
部
の
先
生
の
作
品
を
含
め

七
十
四
点
を
展
示
、
多
く
の
方
に
観
賞
い
た

だ
い
た
。
終
了
後
、
場
所
を
下
呂
温
泉
湯
之

島
館
に
移
し
、
か
つ
て
今
上
天
皇
の
お
泊
り

に
な
ら
れ
た
特
別
室
「
雲
井
之
間
」
に
於
い

て
、
下
呂
市
乗
政
の
日
本
画
工
房
「
篁
」
を

主
宰
さ
れ
る
島
田
智
博
先
生
の
「
付
立
て
、

日
本
画
を
楽
し
む
」
と
題
し
て
実
演
を
交
え

な
が
ら
講
演
を
頂
い
た
。
「
付
立
て
」
と
は

日
本
画
技
法
の
一
つ
で
輪
郭
、
下
書
き
を
用

い
ず
、
い
き
な
り
墨
、

絵
の
具
で
濃
淡
を
つ

け
な
が
ら
一
気
に
陰

影
や
立
体
感
を
表
す
。

目
前
で
さ
ら
さ
ら
仕

上
る
す
ば
ら
し
い
作

品
の
筆
先
に
見
と
れ

只
々
感
激
。
お
持
ち

前
の
才
能
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
学
ぶ
か
ら
に

は
一
つ
の
道
を
究
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

先
生
の
姿
勢
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
明
日
死
ぬ
と
思
っ
て
生
き
な
さ
い

　

永
遠
に
死
な
な
い
と
思
っ
て
学
び
な
さ
い
」

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー　

　

日
時　

七
月
九
日
㈰

　

場
所　

湯
之
島
館
（
下
呂
温
泉
）

　

昭
和
51
年
に
天

皇
陛
下
が
お
泊
り

に
な
ら
れ
、
ま
た

国
の
有
形
文
化
財

と
し
て
も
登
録
さ

れ
て
い
る
由
緒
あ

る
老
舗
旅
館
の
大

広
間
に
て
、
関
根

玉
振
先
生
は
じ
め
、

講
演
会
で
水
墨
画

の
楽
し
み
方
を
披

露
し
て
い
た
だ
い
た
島
田
智
博
先
生
御
同
席

の
も
と
乾
杯
し
沢
山
の
美
味
し
い
料
理
を
い

た
だ
き
な
が
ら
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
合

間
に
は
斉
藤
千
秋
先
生
の
詩
舞
で
盛
り
上
が

り
、
ギ
タ
ー
演
奏
と
雰
囲
気
は
心
地
よ
い
も

の
で
し
た
。
関
根
先
生
に
は
、
書
に
つ
い
て

尋
ね
る
人
、
島
田
先
生
に
は
、
墨
絵
に
つ
い

て
興
味
深
く
聞
き
入
る
人
、
互
い
に
ビ
ー
ル

や
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
時
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
楽
し
い
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
山
・
下
呂
・
恵
那
・
中
津
川
と
広
範
囲

に
わ
た
る
支
部
会
員
の
唯
一
年
一
度
の
交
流

会
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誰
も
が
年
齢
や
生
活
は
異
な
っ
て
も
書
に
む

か
う
思
い
は
同
じ
仲
間
で
あ
る
と
感
じ
た
交

流
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
康

耀
堂
美
術
館
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

そ
の
建
物
は
八
ヶ
岳
の
麓
、
広
大
で
静
寂
な

森
の
中
に
凛
と
し
て
佇
ん
で
い
ま
し
た
。

学
芸
員
の
方
の
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
、
佐
鳥
電
機
株
式
会
社
の
前
会
長
で
あ

る
、
故
・
佐
鳥
康
郎
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

“

た
と
え
無
名
の
作
家
で
も
自
分
の
琴
線
に

触
れ
る
作
品
を
“
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
に
よ
っ

て
多
く
の
作
品
を
蒐
集
、
さ
ら
に
美
術
館
を

二
〇
〇
一
年
に
開
館
、
佐
鳥
氏
急
逝
後
は
、

未
来
あ
る
美
術
館
と
す
る
た
め
、
遺
族
に
よ

り
二
〇
〇
五
年
に
京
都
造
形
芸
術
大
学
に
寄

贈
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、
大
学
付
属
美

術
館
と
な
り
、
佐
鳥
氏
の
思
い
は
引
き
継
が

れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

そ
ん
な
、
強
い
信

念
を
持
っ
て
生
き

た
人
。
何
事
も
夢

と
情
熱
を
持
っ
て

暮
ら
さ
ね
ば
、
人

生
も
っ
た
い
な
い

…

と
深
く
感
じ
た

一
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。
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講
演
会

「
ひ
と
つ
の
道
を
究
め
る
」

今
井　

玉
峰　

倉
地　

西
萩　

交　
流　
会

交
流
会

濃
飛
支
部
展
の
感
想松

田　

秋
芳

た
か
む
ら

つ
け

た

中
垣　

か
づ
江　

信
州
の
旅



　

平
成
30
年
１
月
６
日
に
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
美
し
い
文
字
を
書
こ
う
！
」
の
書
き
初
め
が
地

元
高
山
市
新
宮
小
学
校
で
、
約
50
人
の
子
ど
も
た

ち
が
書
き
初
め
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
を
記
念
し

飛
騨
高
山
・
山
岡
鉄
舟
研
究
会
と
新
宮
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
政
治
家
や
書
家
と

し
て
活
躍
し
た
高
山
ゆ
か
り
の
鉄
舟
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
講
師
を
受
け
た
三
野
島
凌
雲
が
、

美
し
い
文
字
の
書
き
方
や
、
鉄
舟
と
書
の
師
匠
の

岩
佐
一
亭
に
つ
い
て
、
歴
史
や
心
構
え
な
ど
を
伝

え
ま
し
た
。

　

私
達
の
子
ど
も
の
頃
も
現
代
も
変
わ
ら
ず
、
子

ど
も
が
最
初
に
習
う
字
は
「
一
」
で
す
。
鉄
舟
の

書
の
師
匠
、
岩
佐
一
亭
は
、
「
一
」
を
３
年
間
書

き
続
け
た
程
、
書
の
基
本
を
大
切
に
し
た
書
の
大

家
で
す
。
鉄
舟
が
飛
騨
高
山
で
一
亭
に
書
の
基
本

を
学
ん
だ
こ
と
が
、
後
の
山
岡
鉄
舟
の
書
の
礎
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
文
字
に
ほ
と
ば
し
る
強
い
線

を
心
が
け
、
節
を
つ
く
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
変
え

る
。
さ
ら
に
人
を
惹
き
つ
け
る
線
を
心
が
け
る
こ

と
。
大
切
な
こ
と
は
、
た
ん
に
字
を
き
れ
い
に
書

こ
う
と
し
て
写
し
書
き
す
る
の
で
は
な
く
、
書
く

者
の
気
力
と
か
意
気
込
み
と
い
う
も
の
が
、
文
字

の
上
に
現
れ
る
よ
う
心
掛
け
る
と
良
い
書
に
な
り

ま
す
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
書
の
師
匠 

岩
佐
一
亭
・　

山
岡

鉄
舟
の
書
の
真
髄
を
学
ぶ
」
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

　

鉄
舟
は
、
感
受
性
の
高
い
時
期
に
、
飛
騨
高
山

の
書
の
師
匠
「
岩
佐
一
亭
」
か
ら
学
び
、
入
木
道

の
五
十
二
世
を
継
承
し
ま
し
た
。
鉄
舟
の
書
の
基

本
は
、｢

一｣

の
始
筆
か
ら
終
筆
ま
で
の
一
貫
し
た

貫
通
力
か
ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
岩

佐
一
亭
は
、
名
は
善
倫
、
通
称
市
衛
門
は
飛
騨
高

山
で
生
ま
れ
、
家
は
呉
服
商
荒
木
屋
の
長
男
で
家

督
を
継
い
た
が
、
書
道
へ
の
思
い
断
ち
が
た
く
、

家
督
を
弟
に
譲
っ
て
書
道
に
専
念
し
ま
し
た
。

鉄
舟
は
、
飛
騨
国
高
山
で
父
朝
右
衛
門
に
従
っ
て

10
歳
か
ら
17
歳
ま
で
住
ん
で
お
り
、
師
岩
佐
一
亭

に
提
出
し
た
誓
約
書
「
書
法
入
門
之
式
一
札
」
が

高
山
の
岩
佐
家
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
舟
は
、
忠
義
の
厚

い
肉
厚
の
太
い
誠
実
な

書
を
書
い
て
い
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
技
よ
り

も
精
神
性
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
が
禅
に
絡
む

押
印
が
多
い
こ
と
か
ら

も
う
か
が
え
ま
す
。

準

大

賞　

三
野
島
凌
雲

準

特

選　

工
藤　

雅
翠
／
成
瀬　

伸
芳

　
　
　
　
　

渡
辺　

敬
月

秀　
　

逸　

磯
村　

小
園
／
堀
川　

洋
子

一
科
入
選　

佐
古　

知
蕙
／
河
村　

友
紀

　
　
　
　
　

鈴
木
由
木
江

佳　
　

作　

野
村　

香
泉

二
科
入
選　

中
垣
か
づ
江

　

　

こ
の
た
び
、
第
67
回
中
日

書
道
展
に
お
い
て
、
準
大
賞

を
受
賞
い
た
し
、
大
変
光
栄

に
存
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
樽
本
樹
邨
先
生
を

は
じ
め
諸
先
輩
の
御
指
導
の
賜
物
と
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

作
品
は
、
清
の
鄧
完
白
の
書
体
で
、
隷
書
を
中

心
に
創
作
を
し
て
い
ま
す
。
鄧
完
白
の
肉
厚
の
太

く
強
靭
な
筆
跡
に
惚
れ
、
彼
の
精
神
が
発
す
る
声

に
「
疎
な
る
と
こ
ろ
は
馬
を
も
走
ら
す
べ
し
。
密

な
る
と
こ
ろ
は
風
を
も
透
さ
し
め
ず
」
と
の
隠
喩

が
さ
ら
に
深
い
意
味
を
帯
び
て
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
作
品
を
沢
山
書
き
込
み
、
「
個

性
」
を
出
す
作
品
・
魂
を
入
れ
た
書
の
表
現
に
努

め
、
力
強
さ
・
勢
い
の
あ
る
作
品
創
作
に
心
掛
け

て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

書
は
、
書
く
人
の
個
性
が
出
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
私
は
創
作
に
お
い
て
次
の
言
葉
を
重
要
視
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
存
す
る
中
国
の
最
古
の
音
楽
を
論
じ
た
著
述

で
あ
る
「
楽
記
」
の
一
節
に
、『
徳
成
而
上
。　

芸
成
而
上
。
行
成
而
先
。
事
成
而
後
。
』
の
一
文

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
徳
の
完
成
し
た
者
、

礼
楽
の
本
質
の
実
現
に
す
ぐ
れ
た
実
績
を
持
つ
者

が
上
位
に
位
し
、
単
な
る
技
芸
の
練
達
は
下
位
に

位
置
し
ま
す
。
ま
た
、
徳
行
の
完
成
し
た
人
格
者

が
優
先
し
、
実
務
を
こ
な
せ
る
技
術
者
は
二
次
的

に
扱
わ
れ
ま
す
。
」
の
意
で
あ
り
ま
す
。
技
術
よ

り
人
格
を
優
先
す
る
こ
の
論
は
、
中
国
の
芸
術
論

で
近
世
以
降
に
お
い
て
、
非
常
に
顕
著
に
な
り
、

技
と
道
は
は
っ
き
り
区
分
さ
れ
、
道
が
技
よ
り
も

上
位
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
技
、
道
、
芸
、
徳
の
四
位
一
体
の
心
掛

け
が
重
要
な
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
ま
す
。

　

書
の
本
質
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
文
字
の
上

に
人
間
の
生
命
の
躍
動
が
真
率
簡
潔
に
表
現
さ
れ

る
も
の
で
、
そ
の
筆
者
の
精
神
、
感
情
、
境
遇
が

現
わ
れ
る
と
言
わ
れ
、
人
柄
が
も
ろ
に
見
え
て
く

る
書
へ
の
関
心
は
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

濃
飛
支
部
に
本
部
か
ら
移
籍
し
た
年
度
に
受
賞

い
た
し
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
永
冶
秋
聲
先
生
に

御
指
導
を
仰
ぎ
濃
飛
支
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
濃
飛
支
部
の
発
展
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
諸
先
生
の
御
指
導
御
鞭

撻
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
精
進
を

重
ね
、
肉
豊
か
に
し
て
骨
つ
よ
く
、
気
魄
充
満
し

た
重
厚
な
書
に
心
掛
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

岩佐一亭 書
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第
二
十
六
回

　
　
　

壽
展 

出
品
者中

川　

貴
舟

中
垣　

幸
聲

森　
　

京
華

渡
辺　

敬
月

工
藤　

雅
翠

成
瀬　

伸
芳

準
特
選
受
賞
作
品

準
特
選
受
賞
作
品

準
特
選
受
賞
作
品

三
野
島
凌
雲　

「
美
し
い
文
字
を
書
こ
う
！

　

書
の
師
匠 

岩
佐
一
亭
・
山
岡
鉄
舟
の

　
　
　
　
　
　
　
　

書
の
真
髄
を
学
ぶ
！
」

第
6767
回
中
日
書
道
展

回
中
日
書
道
展

　
　
　

入

　
　
　

入
賞･

入
選
者

第
67
回
中
日
書
道
展

　
　
　

入
賞･

入
選
者

三
野
島　

凌
雲　

準
大
賞　

受
賞
者

準
大
賞
を
受
賞
し
て

準
大
賞
を
受
賞
し
て

準
大
賞
を
受
賞
し
て
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日
時　

十
一
月
十
七
日
㈮
〜
十
九
日
㈰

場
所　

恵
那
市
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会
室

　

恵
那
か
な
書
道
グ
ル
ー
プ
会
員
に
よ
る
恒
例
の

展
覧
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
会
員
二
十
二
名
に
よ
る
作
品
四
十
点
、

若
山
牧
水
、
石
川
啄
木
の
短
歌
を
主
に
題
材
と
し

て
小
作
品
中
心
に
し
ま
し
た
。
又
合
同
作
品
と
し

て
臨
書
作
品
を
一
枚
の
板
に
製
作
し
て
み
ま
し
た
。

　

会
期
中
は
大
勢
の
方
に

御
高
覧
頂
き
ま
し
た
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
今
後
と
も
御
指
導
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
今
回
も
中
日
新
聞
社
、

恵
那
市
教
育
委
員
会
、
恵

那
市
文
化
振
興
会
の
ご
支

援
も
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
秋
、
一
枚
の
葉
書

が
手
元
に
届
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
第
六
十
回
記

念
恵
那
美
術
展
の
受
賞

通
知
で
し
た
。
そ
こ
に

市
展
賞
の
文
字
を
見
て
、
一
瞬
目
を
疑
い
、
何
か

の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
戸
惑
う
自
分
が
い
ま
し

た
。
今
で
も
そ
の
思
い
は
有
り
ま
す
。

日
時　

十
月
十
九
日
〜
二
十
二
日

場
所　

中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
五
階

　

第
35
回
目
と
な
る
暢
陽
会
展
は
、
今
回
か
ら
、

学
生
展
と
併
催
す
る
形
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
共
に
書
こ
う
楽
し
も
う
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
、
小
作
品
か
ら
全
紙
大
の
作
品
60
点

と
、
学
生
の
部
の
半
切
大
の
作
品
75
点
、
故
・
永

冶
秋
聲
先
生
の
３
点
の
作
品
な
ど
が
、
会
場
一
杯

の
展
示
に
な
り
ま
し
た
。
作
品
作
り
に
当
た
っ
て

は
、（
公
）中
部
日
本
書
道
会
理
事　

後
藤
啓
太
先

生
に
御
指
導
を
頂
き
な
が
ら
取
組
ん
で
来
れ
ま
し

た
し
、
丹
念
な
作
品
助
言
な
ど
も
し
て
下
さ
り
、

会
員
一
同
大
き
な
拠
り
所
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

作
品
に
自
分
は
今
、
何
を
書
き
た
い
か
、
と
い

う
思
い
を
、
会
員
も
学
生
も
同
じ
様
に
考
え
て
決

め
て
来
た
つ
も
り
で
す
が
、
今
後
に
向
け
て
も
、

自
分
は
何
が
好
き
か
を
問
い
つ
つ
、
勉
強
し
て
行

く
事
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

学
生
展
併
催
で
し
た
の
で
、
御
家
族
連
れ
で
お

い
で
下
さ
る
人
達
も
あ
り
、
賑
や
か
な
会
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
御
高
覧
賜
り
ま
し
た
、
書
泉
本
部
の

伊
藤
明
子
先
生
は
じ
め
、
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
い
て
の
懇
親
会
は
台
風
20

号
接
近
の
中
に
も
、
楽
し
く
歓
談
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
戌
年
の
幕
開
け
で
あ
る
。
比
較
的
温

か
い
元
旦
で
あ
っ
た
。
全
世
界
の
人
々
の
健
康
と
幸

せ
を
祈
り
た
い
。
昨
年
は
『
真
実
』
が
明
確
に
さ
れ

ず
曖
昧
の
ま
ま
の
年
越
し
と
な
っ
た
。
真
実
を
隠
し

想
像
や
忖
度
で
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
。
未
解
決
の

ま
ま
前
へ
突
き
進
ん
で
も
良
い
も
の
か
不
安
が
過
る
。

　

今
年
こ
そ
、
真
理
真
実
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
日

本
の
進
路
を
決
め
た
い
。
濃
飛
支
部
の
会
員
は
正
直

で
堅
実
で
信
頼
の
出
来
る
人
ば
か
り
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
小
さ
な
支
部
、
少
人
数
で
も
今
年
も
広
報
第

七
号
を
発
行
す
る
事
が
出
来
た
。
編
集
会
議
に
は
高

山
、
下
呂
、
中
津
、
恵
那
、
瑞
浪
の
各
地
か
ら
殆
ん

ど
全
員
の
出
席
が
あ
り
、
原
稿
依
頼
か
ら
校
正
、
発

行
ま
で
力
を
寄
せ
合
う
。
書
道
が
好
き
で
そ
の
仲
間

が
好
き
な
良
き
人
々
の
集
ま
り
だ
か
ら
七
年
も
広
報

が
発
行
出
来
た
と
思
う
。
内
容
も
益
々
充
実
出
来
る

こ
と
を
祈
念
し
発
行
に
当
た
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
た
い
。

（
広
報
担
当　

中
垣
幸
聲
）

●
会
員
募
集

　

書
道
の
好
き
な
方
、
書
道
を
通
し
交
流
を
図
り
た

い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

　

詳
細
は
事
務
局
ま
で
。（
担
当
）
大
野
聲
泉　

　
　
　
　
　
　
　

☎
〇
五
七
三
│
二
八
│
二
三
二
八

三
野
島
凌
雲
／
阪
田　

華
香
／
田
中　

凌
山

　

定
年
退
職
後
、
市
川
恵
一
先
生
の
も
と
、
か
な

文
字
の
書
道
を
始
め
て
十
年
に
な
り
ま
す
。
在
職

中
は
時
間
の
余
裕
も
無
く
、
退
職
後
は
好
き
な
事

を
や
り
た
い
と
始
め
た
書
道
で
す
。

筆
を
持
ち
、
無
心
に
書
き
進
め
る
時
間
は
、
私
に

と
り
心
安
ら
ぐ
楽
し
い
ひ
と
時
で
は
有
り
ま
す
が
、

壁
を
前
に
し
て
の
足
踏
み
、
迷
い
、
等
が
有
る
中

で
も
十
年
の
継
続
が
出
来
た
事
は
、
先
生
の
ご
指

導
と
、
教
室
の
皆
さ
ん
の
存
在
が
大
き
な
力
と
成

り
ま
し
た
。
又
、
そ
れ
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が

っ
た
事
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
、
病
気
の
為
に
半
年
以
上
教
室
休
み
、

筆
も
握
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
す
が
に

そ
う
な
り
ま
す
と
、
書
く
気
持
も
薄
れ
、
こ
こ
で

筆
を
折
る
の
か
、
そ
れ
と
も
続
け
る
の
か
の
問
を

気
持
が
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
る
中
で
、
背
中
を

押
し
て
再
び
筆
を
取
ら
せ
て
呉
れ
た
の
も
教
室
の

仲
間
で
し
た
。

　

気
持
も
新
た
に
書
き
始
め
た
の
が
古
今
和
歌
集
、

今
回
の
受
賞
作
で
す
。
取
り
組
が
一
歩
遅
く
、
も

う
少
し
書
き
込
み
た
い
部
分
が
各
所
に
あ
り
ま
す
。

只
、
書
き
進
め
る
中
、
雑
念
も
、
上
手
に
書
き
た

い
と
言
う
気
負
も
無
く
、
書
く
楽
し
さ
だ
け
を
充

分
に
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら

病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
様
な
気
持
に
な

ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

数
年
前
、
昇
級
、
昇
段
の
目
に
見
え
る
目
標
に

向
か
い
、
突
き
走
っ
て
い
た

時
期
と
今
と
で
は
、
書
に
対

す
る
取
り
組
み
は
変
化
し
ま

し
た
。

体
調
と
相
談
し
な
が
ら
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
、

そ
し
て
肩
の
力
を
抜
き
皆
様

の
力
を
拝
借
し
つ
つ
、
い
つ

ま
で
も
頑
張
る
事
が
出
来
た

ら
幸
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
致
し
ま
す
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第第
三
十
五

三
十
五
回　

暢
陽
会
展

回　

暢
陽
会
展

　
　
　
　
　
　
　

学
生
書
道
展

　
　
　
　
　
　
　

学
生
書
道
展

第
三
十
五
回　

暢
陽
会
展

　
　
　
　
　
　
　

学
生
書
道
展

第
十
一
十
一
回

　
　

え
な
か
な
書
道
グ
ル
ー
プ
展

　
　

え
な
か
な
書
道
グ
ル
ー
プ
展

第
十
一
回

　
　

え
な
か
な
書
道
グ
ル
ー
プ
展

市
川　

恵
一　

鈴
木
由
木
江　

市
展
賞
を
受
賞
し
て

市
展
賞
を
受
賞
し
て

市
展
賞
を
受
賞
し
て


